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移行期医療支援
小児期医療の進歩により多くの命が救われてきたが、原疾患自体

や合併症が持続しながら思春期・成人期を迎える患者も多くなって
きている。こうした患者に対して、小児期医療も成人期医療も、現
状では必ずしも適切な医療を提供できていない。

移行期医療とは患者が思春期から成人期に移行するにあたり、継
続的で良質、かつ発達に即した医療サービスを提供することを通し
て、特別な医療ニーズを持つ子どもたちが生涯にわたり持てる機能
と潜在能力を最大限に発揮することを目的としたものである。

1. 自己決定の尊重

2. 年齢とともに変化する病態や合併症への対応

3. 人格の成熟課程に基づいた年齢相応の医療
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小児血液がん学会
「小児期発症 血液・腫瘍疾患患者のための成人医療移行支援ガイド」

日本小児血液・がん学会雑誌 59(1): 58–65, 2022
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日本造血・免疫細胞療法学会

造血幹細胞移植推進拠点病院
国立がん研究センター研究開
発費福田班

小児期移植症例の成人診療科
移行支援ツールを開発中

ガイドラインも改訂予定
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移行期医療支援センター
小児慢性特定疾病児童成人
移行期医療支援モデル事業
（国立成育医療研究センタ
ー賀藤均）

⇓
都道府県における移行期医
療支援体制構築のイメージ
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移行期医療支援センターの設置状況
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今後の計画案

1. 移行期医療支援センター(既存＋新規)に調査
⚫移行医療センターは小児科側と成人診療科側のどちら側に置く方がメ
リットが大きいと思われるか？

⚫これまでの移行支援の実績は？
⚫現在の主な対象疾患・領域は？他の分野にどう拡げていくのか？
⚫移行支援コーディネーターと小慢自立支援員との連携はあるか？
⚫連携先をある程度施設限定して始める方が良いか？広くどこでも対象
にする方が良いか？

⚫小慢自立支援事業と連携して欲しい点は？
⚫苦労している点、困っている点は？

2. 各専門分野(サブスペシャリティ)別の移行医療の方針の違い
⚫各学会のガイドラインの内容調査
⚫各学会移行医療委員会に対するアンケート調査
⚫小慢自立支援事業との連携が可能な点
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